
「この沼に生き物は棲み続けられるかな？」
子どもたちが毎月沼の生き物・水質を調査、町の自然を守る
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審議結果一覧

議案番号
上程された議案と結果及び

議員の賛否一覧

議席番号 １ ２ ３ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 議
長

結果

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

瀬
上　

邦
久

阿
部　

弘
明

西
宮　

俊
明

北
堀　

一
廣

小
澤　
　

実

赤
沼　

正
副

原　
　
　

徹

谷
嶋　
　

稔

中
西　

文
寿

内
田　

敏
雄

井
上　
　

章

吉
野　

正
浩

予算に関する議案
議案第６１号 令和６年度滑川町一般会計補正予算（第２号） 賛成多数 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

その他の議案
議案第６２号 財産の取得（小学校教材） 全員賛成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６３号 財産の取得（学校備品） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

審議結果一覧

議案番号
上程された議案と結果及び

議員の賛否一覧

議席番号 １ ２ ３ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 議
長

結果

松
本　

幾
雄

上
野　

葉
月

瀬
上　

邦
久

阿
部　

弘
明

西
宮　

俊
明

北
堀　

一
廣

小
澤　
　

実

赤
沼　

正
副

原　
　
　

徹

谷
嶋　
　

稔

中
西　

文
寿

内
田　

敏
雄

井
上　
　

章

吉
野　

正
浩

条例に関する議案

議案第６４号
滑川町行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部改正

賛成多数 △ × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第６５号 滑川町国民健康保険条例の一部改正 賛成多数 △ 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

予算に関する議案
議案第６６号 令和６年度滑川町一般会計補正予算（第３号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６７号 令和６年度滑川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６８号 令和６年度滑川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６９号 令和６年度滑川町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７０号 令和６年度滑川町水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７１号 令和６年度滑川町下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他の議案
議案第７２号 工事請負契約の締結（羽尾平堰） 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７３号 町道路線の廃止 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７４号 町道路線の認定 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７５号 工事請負契約の締結（（仮称）福祉センター） 賛成多数 △ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和５年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定 賛成多数 △ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第２号 令和５年度滑川町水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和５年度滑川町下水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定 全員賛成 △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

滑川町の人事案件に関する議案
議案第７６号 滑川町固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７７号 滑川町固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７８号 滑川町固定資産評価審査委員会委員の選任 全員賛成 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第７９号 滑川町教育委員会委員の選任 全員賛成 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第８０号 滑川町教育委員会委員の選任 全員賛成 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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議

案

第

61

号

（
仮
称
）福
祉
セ
ン
タ
ー 

三
機
能
と
面
積
割
合

Q　
主
機
能
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
で
現
在
福
祉
課
に
あ
る
こ

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
等
の
町

職
員
と
の
こ
と
。
子
ど
も
第
３
の

居
場
所
は
誰
が
運
営
す
る
の
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
は
外
部
団
体
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

A　

子
ど
も
第
３
の
居
場
所
の
運

営
は
現
在
外
部
委
託
を
検
討
。
社

会
福
祉
協
議
会
は
別
法
人
で
社
協

へ
貸
し
出
す
と
い
う
形
を
と
る
予

定
だ
。

Q　

面
積
割
合
は
核
と
な
る
べ
き

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
６
％
し

か
占
有
面
積
が
な
く
、
外
部
団
体

で
あ
る
は
ず
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
15
％
の
占
有
面
積
を
持
つ
の
は

な
ぜ
か
。

A　
６
％
は
事
務
の
み
を
行
う
ス

ペ
ー
ス
で
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
れ
ば
割
合
は
多
く
な
る
。

要望　

建
設
費
増
額
は
賃
料
負
担

増
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
に
転

嫁
す
べ
き
だ
。

予
算
に
見
合
う
建
物
を
つ

く
る
べ
き
だ

Q　

普
通
、
予
算
が
あ
っ
て
そ
れ

に
見
合
う
建
物
を
建
て
る
の
で
は

な
い
か
。
借
金
や
基
金
を
取
り
崩

し
て
と
い
う
や
り
方
を
や
る
前
に

ど
う
し
た
ら
こ
の
予
算
に
収
ま
る

か
。
そ
の
検
討
は
し
た
の
か
。

A　

建
築
確
認
を
取
っ
て
い
る
た

め
大
き
な
変
更
は
で
き
な
い
。

他
の
施
設
改
修
へ
の
影
響
は

Q　
35
％
も
の
増
額
だ
。
公
共
施

設
整
備
基
金
を
取
り
崩
す
が
こ
れ

は
他
の
施
設
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
こ
こ
へ
あ
て
る
予
算
だ
。
他

の
施
設
改
修
へ
の
影
響
は
な
い
の

か
。

A　

全
く
影
響
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。

施
設
設
置
の
た
め
の
条
例

は
必
要
な
の
で
は

Q　
こ
の
よ
う
な
新
し
い
施
設
を

設
置
す
る
た
め
に
は
条
例
が
必
要

に
な
る
と
地
方
自
治
法
２
４
４
条

に
あ
る
が
。

A　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
役
場
の
増

築
と
し
て
進
め
て
い
る
の
で
条
例

は
必
要
な
い
。

議

案

第

63

号

法
令
の
解
釈
・
運
用
に
つ
い
て

Q　
法
解
釈
の
誤
り
に
よ
り
、
行

為
が
無
効
や
取
消
し
に
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
法
令
の
解
釈
運
用

に
つ
い
て
は
職
員
間
で
し
っ
か
り
と

共
有
し
、対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

A　

職
員
間
で
共
通
認
識
を
も
っ

て
、
対
応
し
て
い
く
。

討　
　

論

議
案
第
61
号

一
般
会
計
補
正
予
算
の
議

定
に
つ
い
て

賛

成

町
が
行
う
こ
と
は
「
持
続
可
能

な
行
財
政
」
で
、
そ
れ
は
「
財
政

の
健
全
化
」
で
あ
る
。

本
案
は
予
算
の
議
定
で
あ
り
、

（
仮
称
）
滑
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
予
算
は
、
当
初
議
決
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
補
正
予
算
額

７
５
０
０
万
円
が
今
後
の
「
財
政

の
健
全
化
」
を
揺
る
が
す
も
の
で

あ
る
か
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

財
政
動
態
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で

考
え
、
賛
成
で
あ
る
。

反

対

滑
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
は
、
２
億
５
０
０
万
円
の
予
算

が
２
億
８
５
０
０
万
円
に
な
り
予

算
は
35
％
増
だ
。当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
か
ら
既
に
か
な
り
計
画
が
崩
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
積
算
・
計
画
が

不
正
確
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
こ
の
施
設
は
役
場
の
増
築
で

あ
り
、
中
心
機
能
は
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
と
い
う
答
弁
が
あ
っ

た
。
今
ま
で
は
、「
公
約
だ
か
ら
」

が
説
明
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

た
。
建
設
の
目
的
が
変
化
し
て
い

る
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
38
％
も
の

面
積
を
占
め
る
子
ど
も
第
三
の
居

場
所
は
、
こ
ど
も
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど

も
・
関
係
者
の
意
見
を
聞
か
な
い

ま
ま
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

計
画
を
白
紙
に
戻
し
、
も
う
一
度

計
画
し
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

反

対

公
共
施
設
整
備
基
金
を
取
り
崩

す
こ
と
に
よ
っ
て
今
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
他
の
施
設
整
備
が
遅

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
地
方
債
が

膨
れ
あ
が
る
と
今
後
、
福
祉
や
教

育
の
削
減
に
つ
な
が
る
心
配
が
あ

る
。
７
５
０
０
万
円
も
の
補
正
を

組
む
の
で
な
く
予
算
に
合
わ
せ
た

設
計
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
だ
。

町
民
の
不
安
で
あ
る
…
①
浸
水
想

定
地
域
だ
と
い
う
こ
と
。
②
子
ど

も
が
多
い
地
域
か
ら
遠
い
こ
と
。

こ
れ
は
福
祉
施
設
と
い
う
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
「
利
用
権
」
の
侵
害

に
な
る
。

定
例
会
議
案
審
議

定
例
会
議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

議

案

第

64

号

マ
イ
ナ
保
険
証
を
押
し
付

け
る
条
例
改
正
だ

Q　
新
た
な
保
険
証
が
発
行
さ
れ

な
く
な
る
。
現
保
険
証
を
預
か
る

施
設
が
多
い
高
齢
者
施
設
へ
の
影

響
が
大
き
い
。
医
療
機
関
に
か
か

る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

A　
紙
の
保
険
証
が
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
い
ろ
ん
な
影
響
が
出

る
こ
と
は
こ
ち
ら
も
承
知
し
て
い

る
。
情
報
を
取
り
な
が
ら
対
応
で

き
る
も
の
に
は
対
応
を
し
て
い
く
。

議

案

第

66

号

集
会
所
施
設
整
備

Q　
具
体
的
な
内
容
は
。

A　

伊
古
集
会
所
は
雨
戸
の
修

繕
、
羽
尾
十
三
塚
集
会
所
は
、
ト

イ
レ
の
改
修
工
事
、
羽
尾
平
集
会

所
は
、屋
根
の
修
繕
工
事
で
あ
る
。

Q　

修
繕
に
必
要
な
額
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
負
担
分

と
町
の
補
助
分
は
。

A　
工
事
費
（
事
業
費
）
の
２
分

の
１
を
町
と
し
て
補
助
す
る
。

町
道
に
関
す
る
要
望

Q　
毎
年
要
望
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
見
込
み
の
も
と
で
当
初
予
算

等
を
作
る
の
で
は
な
い
か
。

A　
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
前
年
並

み
予
算
を
要
望
す
る
が
、
色
々
な

兼
ね
合
い
で
現
行
予
算
と
なっ
た
。

要望　

滑
川
町
は
、
当
初
予
算
で

予
測
さ
れ
て
い
た
も
の
も
、
当
初

予
算
に
予
定
的
に
載
せ
な
い
と
い

う
作
り
方
を
し
て
い
た
。
そ
れ
だ

臨
時
会
議
案
審
議

臨
時
会
議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ
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と
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
。
予
想

さ
れ
る
も
の
は
、
当
初
予
算
に
織

り
込
ん
で
い
く
よ
う
に
、
各
課
へ

要
望
す
る
。

公
園
等
植
栽
管
理
委
託
料

３
３
９
万
円

Q　

補
正
で
発
生
し
て
い
る
理
由

と
、
植
栽
管
理
の
内
容
は
。

A　
通
常
、
低
木
や
中
木
を
中
心

に
当
初
予
算
を
組
む
。
今
回
の
補

正
は
、
高
木
の
状
況
を
見
て
、
高

木
を
中
心
に
剪
定
を
す
る
。

要望　

高
木
は
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で

も
あ
り
、
日
よ
け
、
防
風
の
機
能

も
あ
る
。
数
年
前
に
森
林
公
園
駅

の
北
口
の
木
が
強
く
上
部
を
切
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
木
が
持
っ
て
い

る
自
然
の
樹
形
の
美
し
さ
や
機
能

も
考
え
合
わ
せ
、
そ
こ
に
価
値
を

置
き
な
が
ら
管
理
を
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

指
定
避
難
所
等
整
備
設
計

委
託
料
１
７
２
０
万
円

Q　
劣
化
度
の
高
い
宮
小
と
滑
中

の
体
育
館
で
、
滑
中
の
方
は
エ
ア

コ
ン
設
置
対
象
だ
。
そ
の
判
断
の

差
は
何
か
。

A　
宮
小
は
長
寿
命
化
で
は
な
く

移
設
を
予
定
し
て
い
る
。
避
難
所

と
し
て
の
性
格
を
考
え
る
と
、
町

全
体
を
南
部
、
北
部
・
中
央
部
の

三
つ
に
分
け
て
、
避
難
所
を
確
保

す
る
た
め
、
福
小
、
滑
中
、
月
小

を
選
定
し
た
。

Q　
で
は
宮
小
体
育
館
が
入
っ
て

い
な
い
の
は
、
移
設
が
前
提
だ
か

ら
と
い
う
判
断
で
、
劣
化
度
の
差

で
は
な
い
の
か
。

A　
宮
小
体
育
館
の
場
合
は
劣
化

状
況
に
加
え
、
整
備
レ
ベ
ル
も
か

な
り
低
く
、
長
寿
命
化
を
し
て
も

そ
の
後
の
長
期
の
使
用
に
耐
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
か

ら
、
今
回
の
整
備
か
ら
宮
小
は
外

し
た
。

普
通
交
付
税
増
額
の
理
由

Q　
普
通
交
付
税
増
額
の
理
由
は
。

A　
基
準
財
政
需
要
額
の
う
ち
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
開
始
に
伴
う
小
学

校
費
の
増
額
、
令
和
６
年
度
か
ら

新
た
に
創
設
さ
れ
た
18
歳
以
下
の

子
ど
も
の
人
口
に
応
じ
た
こ
ど
も

子
育
て
費
の
増
額
に
よ
る
。

保
育
士
確
保
支
援
と
は

Q　
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
の

内
容
は
。

A　

保
育
士
の
負
担
軽
減
、
離
職

防
止
の
た
め
に
保
育
支
援
者
を
配

置
す
る
保
育
体
制
強
化
事
業
。
保

育
士
確
保
の
た
め
で
は
な
く
、
負
担

軽
減
の
た
め
保
育
士
が
行
って
い
る

清
掃
作
業
な
ど
を
行
う
支
援
者
、

ま
た
保
育
士
の
支
援
を
す
る
も
の

を
配
置
す
る
た
め
の
支
援
事
業
。

森
林
公
園
駅
の
観
光
案
内
は

Q　
森
林
公
園
駅
北
口
の
観
光
協

会
の
地
図
の
傷
み
が
激
し
い
。

A　

大
看
板
は
根
元
が
腐
食
し
て

い
て
危
険
で
あ
り
撤
去
予
定
。
駅

前
に
小
さ
い
が
看
板
地
図
が
あ
る
。

議

案

第

68

号

介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ

の
積
立
て
に
つ
い
て

Q　
今
回
繰
越
額
が
出
て
お
り
、

予
備
費
に
計
上
し
て
い
る
が
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立
て

が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
積
立
て

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A　
次
期
の
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
時
に
介
護
保
険
料
を
算

出
す
る
。
そ
の
時
に
保
険
料
の
上

昇
を
抑
え
る
た
め
に
、
予
備
費
か

ら
介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ
こ
の

３
年
間
で
積
立
て
て
い
き
た
い
。

議

案

第

75

号

２
億
６
３
７
８
万
円
へ
の

増
額
理
由
は
資
材
・
人
件

費
上
昇
だ
け

Q　
２
回
目
の
入
札
で
、
１
回
目

の
入
札
と
変
更
し
た
点
は
何
か
。

A　

建
築
確
認
を
と
っ
て
い
る
関

係
で
、
構
造
上
の
大
き
な
変
更
は

な
い
。
金
額
的
な
も
の
は
、
資
材

ま
た
は
人
件
費
が
大
幅
に
増
加
し

た
。
材
料
費
労
務
費
が
今
回
の
大

き
な
要
因
だ
。
た
だ
町
で
も
設
計

等
を
精
査
し
、
材
料
の
材
質
等
に

つ
い
て
は
少
し
低
価
格
の
も
の
を

選
ん
だ
。

Q　
２
回
目
の
入
札
に
対
し
て
何

社
応
札
が
あ
っ
た
の
か
。

A　
一
般
競
争
入
札
で
、
公
告
後

の
参
加
申
込
は
２
社
。
そ
の
後
、

約
６
割
が
反
対
し
て
い
る
。

議
案
第
75
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

賛

成

本
案
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
契
約
金
額
、
契
約

の
相
手
方
を
審
議
す
る
も
の
で
あ

り
、
入
札
に
付
し
て
の
予
算
の
範

囲
内
の
契
約
で
あ
り
、
地
方
自
治

法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
に
よ
り

議
会
に
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
賛

成
す
る
。

反

対

２
億
６
３
７
８
万
円
の
契
約
金

額
は
、
当
初
予
算
か
ら
か
な
り
上

が
っ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
は
、
物

価
、
人
件
費
、
建
設
資
材
の
上
昇

と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
説
明
し
き
れ
な
い
額
だ
。
経
緯

の
説
明
の
不
十
分
、
そ
れ
か
ら

元
々
の
積
算
の
正
確
さ
に
欠
け
る

と
い
う
疑
い
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
こ
の
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

反
対
す
る
。

１
社
が
辞
退
し
、
入
札
当
日
に
応

札
し
た
業
者
は
１
社
だ
。

討　
　

論

議
案
第
64
号

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

賛

成

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の一
部
改

正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
条

例
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

個
々
人
に
お
い
て
は
色
々
な
見
解

が
あ
る
に
せ
よ
、
町
と
し
て
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
立
場
か
ら
条
例

改
正
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
本
案

に
つ
い
て
賛
成
で
あ
る
。

反

対

紙
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ
と

は
本
来
任
意
で
あ
る
べ
き
マ
イ
ナ

保
険
証
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
高
齢
者
施
設
で
は
利
用
者
・

入
所
者
の
健
康
保
険
証
を
管
理
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
「
施
設
が
利

用
者
・
入
所
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

を
管
理
で
き
な
い
」「
健
康
保
険

証
が
廃
止
さ
れ
る
と
利
用
者
・
入

所
者
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困

難
を
抱
え
る
」
等
の
声
が
上
が
り
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会　計 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（Ａ－Ｂ）
一 般 会 計 ８，３０７，４１４，０９８ ８，００２，３５８，１８６ ３０５，０５５，９１２

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 １，５６３，８４３，６１３ １，５２８，４５１，０３６ ３５，３９２，５７７
介 護 保 険 １，２２２，３０５，４２７ １，１１０，２８９，０６７ １１２，０１６，３６０
後 期 高 齢 者 医 療 ２２１，６５７，１３３ ２０８，４１８，９２８ １３，２３８，２０５

合　計 １１，３１５，２２０，２７１ １０，８４９，５１７，２１７ ４６５，７０３，０５４

収入 支出

水　道　事　業
収益的収支 371,949,744 351,330,446
資本的収支 243,115,400 276,254,996

公共下水道事業
収益的収支 363,427,805 312,135,701
資本的収支 198,623,693 144,692,272

農業集落排水事業
収益的収支 125,064,000 106,973,430
資本的収支 53,405,187 36,939,347

公共浄化槽事業
収益的収支 32,336,083 27,262,429
資本的収支 15,685,931 12,760,679

令和５年度会計 歳入歳出決算認定令和５年度会計 歳入歳出決算認定 （単位円）

（単位円）
※�収益的収支：収入とは一事業年度
における営業活動に伴い発生する
収益、支出とはそれに対応する費
用
※�資本的収支は将来の営業活動に備
えて行う諸施設の建設改良費や企
業債の元金償還の支出とその財源
となる収入。
※�水道事業において資本的収支の不
足額は当年度消費税資本的収支調
整額及び過年度損益勘定留保資金
で補填。

●実質収支比率は前年度の11.1%から6.2%に下がっているものの、実質収支は今年度も黒字を維持している。
●�経常的収支比率は、財政構造の弾力性を判断するもので、前年度の87.3%から89.8%に上がっている。人件費、
扶助費、公債費などの経常的経費の抑制に充分留意されたい。
●�今後も行政要望に伴う事務事業や教育環境整備等に関わる財政負担等、財政を取り巻く状況は依然として厳しさ
が続くものと思われる。したがって、予算の執行に当たっては、事務の効率化及び事業の必要性を徹底検証され
たい。そして受益者負担等の自主財源の確保や、一部の事務事業の見直しを含めた事業効果を十分検討のうえ、
引き続き経費の削減に取り組んでいただきたい。
●�予算の管理執行については歳入欠陥、不用額などが見受けられるため、適切な予算の管理執行に努められたい。
特に歳入欠陥は、歳出予算に大きな影響を及ぼすため、適切な予算の管理に努められたい。

監査委員による決算意見書

財
政
力
指
数
に
つ
い
て

Q　

令
和
３
年
度
、
４
年
度
、
５

年
度
に
か
け
て
財
政
力
指
数
が
下

が
る
傾
向
に
あ
る
。
算
定
に
用
い

ら
れ
る
基
準
財
政
需
要
額
の
費
目

に
お
け
る
補
正
の
変
化
等
、
特
に

要
因
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
は
。

A　
①
社
会
福
祉
費
に
お
け
る
私

立
保
育
園
等
の
園
児
増
加
及
び
単

位
費
用
の
増
額
②
普
通
交
付
税
の

追
加
交
付
③
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
額
の
減
少
に
よ
る
基
準
財
政

需
要
額
か
ら
の
振
替
割
合
の
減
少

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

要望　

行
政
の
健
全
化
は
財
政
の

健
全
化
に
つ
き
る
。
決
算
資
料
を

基
に
今
後
財
政
の
健
全
化
に
努
力

い
た
だ
き
た
い
。

経
常
収
支
比
率
が
押
し
上

げ
ら
れ
た
要
因

Q　
経
常
収
支
比
率
が
こ
の
間
押

し
上
げ
ら
れ
た
要
因
は
。

A　

令
和
５
年
度
で
２
・
５
％
上

昇
し
た
。
分
母
の
要
因
と
し
て
昨

年
比
で
臨
時
財
政
対
策
債
が
８
１

５
０
万
円
減
額
し
た
。
分
子
の
要

因
と
し
て
人
件
費
で
会
計
年
度
任

用
職
員
の
手
当
報
酬
が
増
額
、
保

育
実
施
委
託
料
、
子
ど
も
医
療
費

等
の
増
額
が
要
因
。

財
政
の
余
裕
額
は

Q　
財
政
調
整
基
金
積
立
金
が
５

０
０
０
円
で
あ
る
一
方
で
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
額
は
１
億
円
と
あ

る
。
経
緯
は
。

A　

令
和
５
年
度
の
決
算
に
つ
い

て
は
予
算
の
編
成
上
で
財
源
の
不

足
が
想
定
を
さ
れ
た
た
め
、
１
億

円
を
取
り
崩
し
た
。
た
だ
実
際
に

は
実
質
収
支
に
つ
い
て
約
３
億
円

の
繰
越
金
が
出
て
お
り
、
結
果
と

す
る
と
取
り
崩
し
を
し
な
く
て
も

実
質
収
支
の
額
に
つ
い
て
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

コ
ミ
セ
ン
建
設
を
「
複
合

施
設
建
設
」
と
す
る
の
は

無
理
が
あ
る

Q　
総
合
振
興
計
画
で
は
「
複
合

施
設
に
つ
い
て
検
討
し
建
設
を
推

進
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
コ
ミ

セ
ン
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
複
合

施
設
を
コ
ミ
セ
ン
と
読
み
替
え
た

の
か
。

A　
今
回
の
計
画
で
は
複
合
施
設

か
ら
切
り
離
し
て
コ
ミ
セ
ン
の
み

を
建
設
す
る
と
方
向
修
正
し
た
。

Q　
か
な
り
無
理
が
あ
る
。
公
共

施
設
総
合
管
理
計
画
で
は
コ
ミ
セ

ン
に
つ
い
て
「
複
合
施
設
の
検
討

状
況
を
見
据
え
な
が
ら
計
画
的
な

修
繕
、
改
修
等
に
よ
る
長
寿
命
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
」
と
な
っ

て
い
る
。

A　
総
合
振
興
計
画
の
中
で
は
複

決
算
審
査

決
算
審
査

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ
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合
施
設
の一部
と
し
て
の
コ
ミ
セ
ン

の
整
備
を
進
め
る
と
位
置
づ
け
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
や
個

別
施
設
計
画
で
は
長
寿
命
化
の
観

点
か
ら
修
繕
し
て
使
っ
て
行
く
と

な
っ
て
い
る
。

コ
ミ
セ
ン
施
設
整
備
基
本

計
画
策
定
業
務
委
託
料

Q　

こ
れ
が
ま
ず
基
本
計
画
で

あ
っ
た
。
こ
の
先
、
最
終
的
な
施

工
に
至
る
ま
で
に
委
託
コ
ン
サ
ル

は
あ
と
何
回
ぐ
ら
い
入
る
の
か
。

A　
令
和
６
年
度
に
基
本
設
計
、

令
和
７
年
度
に
実
施
設
計
を
行

う
。
令
和
８
年
度
に
建
築
工
事
が

始
ま
り
、
こ
の
工
事
に
あ
た
っ
て

は
施
工
監
理
業
務
を
委
託
で
出

す
。
そ
れ
か
ら
現
在
の
コ
ミ
セ
ン

の
解
体
の
施
工
監
理
を
委
託
す
る

予
定
で
、
計
５
件
の
委
託
を
予
定

し
て
い
る
。

Q　

委
託
先
は
、
同
一に
な
る
の

か
、全
て
違
う
会
社
に
な
る
の
か
。

A　

基
本
的
に
は
別
業
務
と
な

り
、
そ
の
都
度
入
札
を
行
う
上
で

決
定
し
て
い
く
。
今
年
度
の
基
本

設
計
は
、
入
札
の
結
果
、
昨
年
度

と
同
じ
株
式
会
社
オ
オ
バ
が
受
注

し
て
い
る
。

利
用
が
終
了
す
る
自
動
交

付
機
利
用
者
へ
の
周
知
は

Q　
自
動
交
付
機
は
今
年
で
な
く

な
る
。
使
え
な
く
な
る
と
い
う
周

知
は
。
ま
た
、町
民
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
方
は
何
人
。

A　

11
月
末
で
自
動
交
付
機
の

サ
ー
ビ
ス
は
終
了
す
る
。
窓
口
に

来
た
方
に
ご
案
内
し
て
い
る
。
広

報
で
も
案
内
し
て
い
る
。
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
方
は
約
９
３
０
０

人
。新

規
作
物
導
入
事
業
補
助
金

Q　

苗
木
補
助
の
申
請
が
な
か
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。

A　

申
請
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

き
た
い
。

要望　
町
と
し
て
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
の
補
助
金

な
の
で
、
ど
う
や
っ
た
ら
増
や
せ

る
の
か
考
え
て
進
め
て
ほ
し
い
。

２
学
期
初
め
の
通
学
路
の

草
刈
り
を

Q　
２
学
期
の
初
め
、
通
学
路
が

雑
草
で
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
草
刈
り
を
お
願
い
し
た
い
。

A　
町
内
全
域
の
草
刈
り
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し

て
い
る
。
た
だ
夏
は
効
率
が
落
ち

る
。
今
後
、
シ
ル
バ
ー
を
メ
イ
ン

に
町
内
業
者
も
入
れ
る
よ
う
な
体

制
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

市
野
川
沿
い
土
手
の
草
刈

り
は

Q　

市
野
川
沿
い
の
土
手
沿
い
の

道
路
に
雑
草
が
生
え
て
い
て
人
が

入
れ
な
い
状
況
だ
。
草
刈
り
の
頻

度
を
上
げ
て
ほ
し
い
。

A　

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
埼
玉

県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
話

を
し
て
い
く
。

町
道
路
肩
雑
草
刈
払
委
託
料

Q　

草
刈
り
だ
け
で
は
な
く
ゴ
ミ

清
掃
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

A　

草
を
刈
り
、
場
所
に
よ
っ
て

は
草
を
集
め
る
ま
で
で
、
環
境
課

の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
出
た
ゴ
ミ
を
拾

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

要望　

草
刈
り
は
範
囲
も
広
く
地

元
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
路
肩
の

草
刈
り
は
安
全
面
の
懸
念
も
あ

り
、
で
き
る
だ
け
町
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

駅
前
広
場
等
清
掃
委
託
料

４
６
０
万

Q　
森
林
公
園
駅
に
相
当
す
る
部

分
と
い
う
の
は
い
く
ら
か
。

A　
駅
前
広
場
公
園
公
衆
用
ト
イ

レ
の
清
掃
業
務
等
を
実
施
し
て
お

り
、
約
33
％
約
１
５
０
万
円
が
相

当
す
る
。

Q　

森
林
公
園
駅
は
、
タ
ク

シ
ー
、企
業
の
送
迎
バ
ス
、ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
用
が
か
な
り
多
い
。

使
用
料
を
増
額
し
、
駅
前
広
場
を

も
う
少
し
綺
麗
に
し
て
い
く
費
用

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

A　
現
況
は
、
清
掃
の
方
等
を
入

れ
て
、
清
潔
・
除
草
等
は
、
で
き

る
範
囲
の
こ
と
で
行
っ
て
い
る
状

況
だ
。
今
後
は
全
体
的
に
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付

の
普
及
を

Q　

耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
は

家
具
の
転
倒
防
止
器
具
な
ど
は
該

当
し
な
い
の
か
。
そ
れ
ら
へ
の
補

助
は
な
い
の
か
。
地
震
の
時
家
具

の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
す
る
。
急

い
で
補
助
金
制
度
を
作
っ
て
ほ
し

い
。
器
具
取
付
の
啓
発
す
る
意
味

で
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A　
他
の
自
治
体
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

豪
雨
の
時
、
防
災
無
線
が

聞
こ
え
な
い

Q　
防
災
無
線
が
特
に
豪
雨
の
時

に
は
聞
こ
え
な
い
。

A　
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
に

く
い
ご
自
宅
に
は
、
戸
別
受
信
機

の
設
置
が
可
能
。
ま
た
、
放
送
の

内
容
を
メ
ー
ル
で
も
配
信
し
て
い

る
の
で
登
録
し
て
ほ
し
い
。

災
害
復
旧
作
業
員
手
数
料

１
２
０
万

Q　
災
害
復
旧
作
業
の
内
容
は
。

A　
令
和
６
年
２
月
に
、
町
内
14

業
者
に
依
頼
を
し
、
重
機
を
19
台

稼
働
さ
せ
て
、
除
雪
を
行
っ
た
。

Q　
降
雪
時
の
仕
組
み
を
大
雨
の

後
、台
風
の
後
に
も
行
え
な
い
か
。

A　

大
雨
等
が
降
っ
た
後
は
必
ず

職
員
が
手
分
け
し
て
確
認
し
て
い

る
。

要望　

そ
れ
は
町
で
管
理
す
る
機

械
類
を
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
町
内
全
域
を
回
っ
て
も
確
認

業
務
が
中
心
で
、
撤
去
作
業
や
清

掃
は
含
ま
れ
な
い
。
大
雨
被
害
で

は
、
毎
回
同
じ
所
に
被
害
が
出
て

し
ま
う
。そ
の
付
近
の
住
民
に
と
っ

て
は
、
毎
回
の
負
担
に
な
っ
て
く

る
。
こ
れ
に
、
災
害
復
旧
と
い
う

考
え
方
を
適
用
し
て
頂
き
た
い
。

一
時
預
か
り
保
育
と
は

Q　
一
時
預
か
り
保
育
に
つ
い

て
。
ど
う
い
う
制
度
か
。

A　

保
育
園
に
入
所
し
て
い
な
い

子
ど
も
や
、
保
育
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
子
ど
も
で
も
、
自
由
に

園
に
一
時
的
に
預
け
ら
れ
る
事
業

と
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も

が
そ
の
園
で
幼
稚
園
が
終
わ
っ
た

後
延
長
し
て
預
け
ら
れ
る
事
業
。

小
学
校
の
体
育
着
の
リ

ユ
ー
ス
を

Q　

中
学
校
で
は
体
育
着
の
リ

ユ
ー
ス
を
始
め
た
が
小
学
校
で
は

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で

施
設
整
備
の
優
先
度
を
、

ど
う
決
め
る
の
か

Q　
計
画
進
行
中
で
あ
り
な
が
ら

財
政
状
況
が
厳
し
い
た
め
に
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
計
画
が
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
今
ま
で
出
て
き
て
い

な
か
っ
た
公
共
施
設
が
、
学
校
施

設
を
優
先
し
て
い
く
。
現
在
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
二
つ
の
施
設
が
進
も
う
と
し

て
い
る
が
、
一
つ
は
２
億
６
０
０

０
万
円
、
一
つ
は
９
億
５
０
０
０

万
円
で
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
と

い
う
理
由
は
曖
昧
だ
。
町
長
は
ど

う
考
え
て
進
め
て
い
る
の
か
。

A　
そ
の
二
つ
を
比
較
し
て
ど
う

の
こ
う
の
っ
て
い
う
の
は
、
私
は

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
。

私
は
新
た
な
二
つ
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
公
約
と
し
て
掲
げ
た
。
そ

の
裏
付
け
に
つ
い
て
は
、
職
員
と

も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
昨
年
１

年
間
、
相
当
討
論
し
た
つ
も
り

だ
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
場

所
を
含
め
て
、
経
過
が
あ
っ
た
話

だ
。
プ
ー
ル
建
設
が
ど
う
の
、
他

の
も
の
を
止
め
て
ど
う
の
云
々
と

い
う
の
は
、私
な
り
の
考
え
が
あ
っ

て
や
っ
た
こ
と
だ
。

コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え
に

公
民
館
運
営
審
議
会
の
意

見
は
出
て
い
る
か

Q　

コ
ミ
セ
ン
に
は
公
民
館
も

入
っ
て
い
る
が
公
民
館
運
営
審
議

森林公園駅北口
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で
き
な
い
の
か
。

A　
個
別
に
連
絡
を
い
た
だ
き
、

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
場
合
に
は

受
け
取
っ
て
い
る
。

Q　

個
別
に
は
今
も
や
っ
て
い

る
。
中
学
の
よ
う
に
全
体
に
呼
び

か
け
て
組
織
的
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
。

A　
体
育
着
は
使
用
状
況
や
衛
生

上
の
課
題
等
が
あ
る
。
今
後
、
校

長
会
に
諮
り
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

町
内
の
独
居
高
齢
者
、

２
人
世
帯
高
齢
者
の
実
態
は

Q　

町
の
中
に
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
老
々
介
護
の
世
帯
は
ど
の

く
ら
い
い
る
の
か
。

A　

敬
老
会
へ
向
け
て
民
生
委
員

に
各
地
区
の
出
欠
確
認
に
伺
っ
て

い
る
そ
の
際
、
独
居
の
高
齢
者
の

調
査
も
や
る
。

高
齢
者
支
援
は
温
泉
入
浴

券
の
他
の
方
法
で
も

要望　
温
泉
入
浴
券
の
支
給
に
つ
い

て
。
高
齢
者
で
温
泉
に
は
入
り
た

く
な
い
と
い
う
方
も
い
る
。
他
の

方
法
で
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

補
聴
器
補
助
対
象
者
の
所

得
制
限
を
な
く
し
て

Q　
補
聴
器
補
助
に
つ
い
て
。
対

象
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
利
用
者

が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
必
要
な

方
は
多
い
。
改
善
し
て
ほ
し
い
。

A　
現
在
、
非
課
税
世
帯
を
対
象

と
し
て
い
る
。
非
課
税
と
い
う
条

件
が
な
い
自
治
体
も
あ
り
検
討
し

て
い
る
。

小
児
用
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

Q　

小
児
用
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
実
際
に
接
種
し
た
方
は
何
名

か
。

A　
小
児
は
３
回
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
、
接
種
回
数
で
の
回
答
と

な
る
が
、
６
才
未
満
32
回
、
６—

12
才
55
回
と
な
る
。

仮
称
滑
川
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
設
計
施
工
管
理
委
託

料
７
０
４
万
円

Q　
２
億
６
３
７
８
万
円
の
建
設

工
事
費
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、

決
算
書
の
７
０
４
万
の
委
託
業
者

は
ど
こ
で
あ
っ
て
、
ど
の
範
囲
ま

で
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
設
計
施
工
管

理
委
託
料
に
な
る
の
か
。

A　
設
計
と
監
理
の
委
託
業
務
で

契
約
先
は
宇
田
川
太
郎
建
築
設
計

研
究
所
合
同
会
社
。
契
約
金
額
は

９
６
２
万
５
０
０
０
円
。
そ
の
内

訳
と
し
て
設
計
業
務
に
当
た
る
部

分
が
６
４
０
万
円(

税
抜)

。
建

設
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
管
理
業
務

が
２
３
５
万
円
。
決
算
書
に
記
載

の
７
０
４
万
円
は
昨
年
度
内
で
設

計
業
務
を
行
い
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
支
払
い
で
あ
る
。
こ
の
額
で
監

理
ま
で
行
う
。

宮
前
小
東
側
の
校
舎
の
増
築

Q　

宮
前
小
校
舎
増
築
２
億
２
０

０
０
万
円
に
対
し
国
か
ら
の
補
助

金
は
、
４
０
１
７
万
円
だ
け
か
。

A　

学
校
の
整
備
費
の
補
助
金

は
、
４
０
１
７
万
円
で
確
定
と
な

る
。宮

前
小
学
校
校
舎
増
築
工

事
２
億
２
４
４
０
万
円

Q　
通
常
、
設
計
会
社
と
施
工
会

社
が
異
な
る
業
者
で
あ
る
こ
と
が

多
い
が
、
今
回
は
同
一
業
者
だ
っ

た
。
こ
の
方
式
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
等
は
感
じ
た
か
。

A　

業
者
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
決
定
し
た
大
和
リ
ー
ス（
株
）

が
選
定
さ
れ
、
年
度
末
ま
で
に
順

調
に
着
工
し
て
現
在
４
月
か
ら
は

利
用
が
で
き
て
い
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
工
期
自

体
は
通
常
よ
り
も
短
縮
で
き
工
事

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。

４
校
１
園
長
寿
命
化
改
修

基
礎
調
査

Q　
調
査
は
終
わ
り
結
果
は
出
て

い
る
か
。

A　
福
田
小
学
校
の
校
舎
・
宮
前

小
学
校
の
体
育
館
・
滑
川
中
学
校

の
体
育
館
が
劣
化
が
進
ん
で
い

た
。
修
繕
・
長
寿
命
化
等
の
対
応

が
必
要
と
い
う
内
容
だ

Q　

こ
の
業
務
委
託
料
７
１
５

万
、
こ
の
委
託
の
前
に
令
和
３
年

度
滑
川
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計

画
が
あ
り
２
０
０
０
万
近
く
か
け

て
調
査
し
て
お
り
、
効
率
が
悪
い

の
で
は
な
い
か
。

A　

令
和
５
年
度
に
行
っ
た
４
校

１
園
の
長
寿
命
化
改
修
基
礎
調
査

は
個
別
施
設
計
画
の
調
査
に
プ
ラ

ス
す
る
形
で
、詳
細
な
調
査
を
行
っ

て
お
り
今
後
の
文
科
省
の
補
助
金

交
付
を
受
け
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
い
う
こ
と
で
委
託
を
し
た
。

宮
小
プ
ー
ル
・
体
育
館
移

設
用
地
取
得
費
１
７
２
万

Q　
プ
ー
ル
と
体
育
館
の
複
合
施

設
計
画
が
あ
っ
た
が
、
宮
前
小
学

校
は
水
泳
授
業
の
民
間
委
託
を

行
っ
て
い
る
。
用
地
ま
で
取
得
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
高
い
優
先
度

で
プ
ー
ル
と
体
育
館
建
設
計
画
が

進
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
経
緯

は
。

A　
宮
小
西
側
の
プ
ー
ル
と
体
育

館
を
校
舎
の
北
側
用
地
に
移
し
て

小
学
校
施
設
の一
体
化
を
図
る
計

画
で
取
得
し
た
用
地
だ
っ
た
が
、

現
在
は
体
育
館
の
み
で
計
画
を
し

て
い
る
。
用
地
取
得
し
た
の
が
平

成
28
年
。
平
成
25
か
ら
26
年
頃
か

ら
計
画
は
ス
タ
ー
ト
し
用
地
交
渉

を
進
め
て
い
た
。
用
地
取
得
後

に
、
ま
ず
は
プ
ー
ル
等
建
設
を
予

定
し
て
実
施
設
計
を
委
託
し
、
開

発
行
為
・
建
築
確
認
ま
で
取
得
し

た
。
や
は
り
、
財
政
上
苦
し
か
っ

た
と
い
う
の
が
進
ま
な
か
っ
た
一

番
の
理
由
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
費

用
対
効
果
や
教
職
員
の
負
担
軽

減
、
教
育
的
効
果
や
財
政
上
の
理

由
に
よ
り
計
画
を
変
更
し
プ
ー
ル

建
設
を
中
止
し
た
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で

施
設
整
備
の
優
先
度
を
、

ど
う
決
め
る
の
か

Q　
計
画
進
行
中
で
あ
り
な
が
ら

財
政
状
況
が
厳
し
い
た
め
に
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
計
画
が
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
今
ま
で
出
て
き
て
い

な
か
っ
た
公
共
施
設
が
、
学
校
施

設
を
優
先
し
て
い
く
。
現
在
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
二
つ
の
施
設
が
進
も
う
と
し

て
い
る
が
、
一
つ
は
２
億
６
０
０

０
万
円
、
一
つ
は
９
億
５
０
０
０

万
円
で
、
財
政
状
況
が
厳
し
い
と

い
う
理
由
は
曖
昧
だ
。
町
長
は
ど

う
考
え
て
進
め
て
い
る
の
か
。

A　
そ
の
二
つ
を
比
較
し
て
ど
う

の
こ
う
の
っ
て
い
う
の
は
、
私
は

ち
ょ
っ
と
わ
か
り
ま
せ
ん
け
ど
。

私
は
新
た
な
二
つ
の
建
設
計
画
に

つ
い
て
公
約
と
し
て
掲
げ
た
。
そ

の
裏
付
け
に
つ
い
て
は
、
職
員
と

も
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
昨
年
１

年
間
、
相
当
討
論
し
た
つ
も
り

だ
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
場

所
を
含
め
て
、
経
過
が
あ
っ
た
話

だ
。
プ
ー
ル
建
設
が
ど
う
の
、
他

の
も
の
を
止
め
て
ど
う
の
云
々
と

い
う
の
は
、私
な
り
の
考
え
が
あ
っ

て
や
っ
た
こ
と
だ
。

コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え
に

公
民
館
運
営
審
議
会
の
意

見
は
出
て
い
る
か

Q　

コ
ミ
セ
ン
に
は
公
民
館
も

入
っ
て
い
る
が
公
民
館
運
営
審
議

7



会
で
コ
ミ
セ
ン
が
建
替
え
問
題
で

意
見
は
聞
か
な
い
の
か
。

A　
公
民
館
運
営
協
議
会
は
、
公

民
館
事
業
に
つ
い
て
審
議
す
る
機

関
で
あ
り
コ
ミ
セ
ン
の
建
て
替
え

は
総
務
政
策
課
で
担
当
し
て
い

る
。

Q　
社
会
教
育
法
で
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
公
民
館
は
建
物
が
必

要
。
建
替
え
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
新
し
い
施
設
で
公
民
館
事
業

が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
要
望
し

て
い
る
。
今
後
、
公
民
館
運
営
審

議
会
で
も
建
て
替
え
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
等
を
報
告
し
て
委
員
に

も
認
識
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

ご
み
処
理
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
検
討
を

Q　

ご
み
処
理
に
つ
い
て
８
年
後

に
は
委
託
契
約
も
終
わ
る
。
町
で

は
ご
み
処
理
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
の
か
。
以
前
か

ら
生
ご
み
は
燃
え
る
ゴ
ミ
に
し
な

い
方
法
を
提
案
し
て
い
る
が
。

A　

生
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
生

ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
等
の

購
入
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
大
規

模
な
生
ご
み
処
理
を
自
治
体
に

よ
っ
て
は
施
設
を
作
っ
て
や
っ
て
い

る
所
も
あ
る
が
に
お
い
な
ど
の
問

題
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ご
み
処
理
負
担
金
が
上
昇

し
て
い
る
理
由
は

Q　
ご
み
の
処
理
負
担
金
が
上
昇

し
て
い
る
が
今
後
も
続
く
の
か
。

A　

今
後
こ
の
よ
う
な
形
で
推
移

し
て
い
く
。

ゴ
ミ
量
減
で
も
負
担
金
増

Q　
塵
芥
処
理
費
負
担
金
２
億
３

５
３
９
万
で
、
負
担
金
は
令
和
元

年
度
に
比
べ
る
と
か
な
り
増
え
て

い
る
。
一
方
で
可
燃
ゴ
ミ
・
不
燃

ゴ
ミ
の
量
は
逆
に
減
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
よ
う
な

金
額
・
推
移
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

ゴ
ミ
の
量
は
、
コ
ロ
ナ
の
時

期
に
は
在
宅
率
が
高
く
量
が
か
な

り
増
え
た
。

要望　

令
和
５
年
度
に
な
る
と
、

ゴ
ミ
の
量
は
減
っ
て
い
る
わ
り
に

は
２
億
円
台
に
増
加
し
て
い
る
。

量
は
減
っ
て
い
る
の
に
負
担
金
は

か
な
り
増
え
て
い
る
こ
と
の
関
連

性
を
知
り
た
い
。

文
化
財
保
護
費
に
つ
い
て

Q　
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
野
生
復
帰
環

境
整
備
謝
礼
は
ど
こ
に
対
す
る
謝

礼
か
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
に
は

予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う

が
環
境
整
備
は
完
了
し
た
の
か
。

A　
有
識
者
と
し
て
所
沢
市
の
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
の
方
よ
り
、
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の

自
然
繁
殖
に
係
る
指
導
・
支
援
を

受
け
て
お
り
、
そ
の
謝
礼
。
令
和

６
年
度
も
継
続
依
頼
す
る
が
招
聘

回
数
が
未
定
だ
っ
た
た
め
、
科
目

設
定
の
み
し
て
い
た
。

学
校
給
食
で
の
食
品
残
渣

の
処
理

Q　
学
校
で
は
給
食
の
残
渣
の
処

理
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

A　

委
託
先
の
業
者
へ
給
食
の
提

供
と
あ
わ
せ
て
処
理
を
依
頼
し
て

い
る
。
滑
川
町
の
残
渣
量
は
６
月

分
の
給
食
か
ら
推
計
し
た
参
考
値

で
月
１
３
７
８
㌔
、一日
68・９
㌔
、

一人
約
34
㌘
。

要望　

給
食
残
渣
は
堆
肥
化
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

学
校
給
食
に
町
の
地
場
産

の
野
菜
を
使
っ
て

Q　
給
食
の
材
料
を
地
場
産
の
野

菜
を
使
っ
て
作
る
年
３
回
や
っ
て
い

る
が
そ
れ
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ

し
い
。

A　
滑
川
町
の
み
給
食
の
提
供
を

す
る
機
会
な
ど
を
活
用
し
地
場
産

の
野
菜
の
使
用
を
推
進
す
る
。

国
保
加
入
者
の
構
成
は

Q　

被
保
険
者
３
１
７
９
人
（
Ｒ

５
）
の
う
ち
年
金
者
や
自
営
業
者

な
ど
の
構
成
は
把
握
し
て
い
る

か
。

A　
65
歳
以
上
年
金
生
活
者
と
思

わ
れ
る
方
が
50
％
を
占
め
て
い

る
。町

国
保
加
入
者
の
一
人
当

た
り
医
療
費
は

Q　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
下

が
っ
て
い
る
の
か
。

A　

滑
川
町
の一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
２
年
間
下
が
っ
て
い
る
。

国
保
税
・
均
等
割
部
分
の

減
免
を

Q　

保
険
税
は
増
加
し
て
い
く
の

か
。

A　

今
年
度
か
ら
税
率
が
上
が
っ

た
の
で
国
保
税
の
調
定
額
は
上
が

る
と
思
う
。
し
か
し
、
保
険
税
が

上
が
る
と
払
え
な
く
な
る
方
が
増

え
る
。
そ
れ
で
ど
れ
だ
け
税
収
が

落
ち
込
む
か
今
年
度
の
様
子
を
見

て
い
き
た
い
。

要望　
子
ど
も
の
均
等
割
の
減
免
の

枠
を
広
げ
る
な
ど
検
討
し
て
ほ
し

い
。大

水
被
害
へ
の
修
繕
対
応

はQ　
８
月
末
に
大
雨
で
、
下
水
本

管
に
近
い
何
軒
か
で
ト
イ
レ
か
ら

オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
て
し
ま
う
被

害
が
あ
っ
た
。
２
０
１
９
年
の
台

風
19
号
で
も
同
じ
事
が
あ
り
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。
大
雨
等
で
の
突

発
的
な
被
害
な
ど
に
は
、
ど
こ
ま

で
の
予
算
を
か
け
て
都
度
修
繕
し

総
括
質
疑

Q　
昨
年
度
予
算
で
行
わ
れ
た
基

金
の
１
億
円
の
取
り
崩
し
と
公
共

施
設
整
備
基
金
へ
の
２
億
４
千
万

円
の
積
み
増
し
は
コ
ミ
セ
ン
建
設

と
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
充
て
る

た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
し
か

し
、
多
く
が
借
金
す
る
こ
と
に
な

る
。
町
の
財
政
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
。
高
齢
化
が
進
み
民
生
費
は

さ
ら
に
増
加
傾
向
が
続
く
。
８
月

の
集
中
豪
雨
な
ど
災
害
対
策
の
拠

点
と
な
る
公
共
施
設
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
コ
ミ
セ
ン
建
設
計

画
は
一
度
立
ち
止
ま
り
検
討
す
べ

き
だ
。

A　
公
共
施
設
整
備
基
金
の
積
み

立
て
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
セ

ン
建
設
の
整
備
も
含
め
今
後
の
町

の
公
共
施
設
整
備
の
確
保
の
た

め
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
に
は
約

３
億
円
、
コ
ミ
セ
ン
建
設
は
約
９

億
５
０
０
０
万
円
を
想
定
し
、
そ

の
多
く
の
財
源
は
地
方
債(

借
金)

で
調
達
す
る
。

討　
　
論

反
対　

昨
年
度
予
算
で
行
わ
れ
た

基
金
の
１
億
円
の
取
り
崩
し
と
公

共
施
設
整
備
基
金
へ
の
２
億
４
千

万
円
の
積
み
増
し
は
コ
ミ
セ
ン
建

設
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
充
て

る
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
高

齢
化
が
進
み
民
生
費
は
さ
ら
に
増

加
傾
向
が
続
き
、
物
価
高
騰
は
住

民
の
生
活
を
苦
し
め
、
同
時
に
町

の
財
政
も
苦
し
め
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
町
の
貯
金
を

減
ら
し
て
借
金
を
膨
ら
ま
せ
て
毎

年
の
返
済
額
が
増
え
れ
ば
高
齢
者

支
援
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
住
民

生
活
支
援
に
手
が
回
ら
な
く
な

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
示

さ
れ
た
町
民
の
声
は
建
設
予
定
地

が
「
浸
水
想
定
地
域
」
で
あ
る
こ

と
だ
。
こ
の
間
の
豪
雨
災
害
は
町

民
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
来
た
。
２
つ
の
箱
モ
ノ
建
設
は

今
後
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て

子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
に
残
す
町

の
財
産
だ
。
よ
り
多
く
の
町
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
に
計
画
の
練
り

直
し
を
求
め
る
。

賛
成　

令
和
５
年
度
の一
般
会
計

は
、
過
去
２
番
目
の
大
き
な
決
算

額
だ
が
、
執
行
率
は
衛
生
費
が

89
・
３
％
か
ら
95
・
５
％
に
、
農

林
水
産
業
費
も
95
・
１
％
か
ら

99
・
３
％
に
上
昇
し
、
全
体
で
も

96
・
５
％
の
執
行
率
で
、
適
正
に

事
業
が
執
行
さ
れ
た
と
考
え
る
。

エコミュージアムセンターのミヤコタナゴ

て
い
く
の
か
。

A　
今
、
現
在
、
埼
玉
県
の
方
で

市
野
川
処
理
場
の
拡
張
工
事
を
計

画
し
、
現
在
、
実
施
設
計
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
拡
張
工

事
の
実
施
に
よ
り
、
改
善
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

要望　

大
き
な
改
修
も
期
待
す
る

が
、
個
々
の
対
応
も
進
め
て
ほ
し

い
。
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討　
　
論

反
対　

昨
年
度
予
算
で
行
わ
れ
た

基
金
の
１
億
円
の
取
り
崩
し
と
公

共
施
設
整
備
基
金
へ
の
２
億
４
千

万
円
の
積
み
増
し
は
コ
ミ
セ
ン
建

設
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
充
て

る
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
高

齢
化
が
進
み
民
生
費
は
さ
ら
に
増

加
傾
向
が
続
き
、
物
価
高
騰
は
住

民
の
生
活
を
苦
し
め
、
同
時
に
町

の
財
政
も
苦
し
め
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
町
の
貯
金
を

減
ら
し
て
借
金
を
膨
ら
ま
せ
て
毎

年
の
返
済
額
が
増
え
れ
ば
高
齢
者

支
援
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
住
民

生
活
支
援
に
手
が
回
ら
な
く
な

る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
示

さ
れ
た
町
民
の
声
は
建
設
予
定
地

が
「
浸
水
想
定
地
域
」
で
あ
る
こ

と
だ
。
こ
の
間
の
豪
雨
災
害
は
町

民
の
不
安
が
現
実
の
も
の
と
な
っ

て
来
た
。
２
つ
の
箱
モ
ノ
建
設
は

今
後
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て

子
ど
も
た
ち
や
孫
た
ち
に
残
す
町

の
財
産
だ
。
よ
り
多
く
の
町
民
が

納
得
で
き
る
よ
う
に
計
画
の
練
り

直
し
を
求
め
る
。

賛
成　

令
和
５
年
度
の一
般
会
計

は
、
過
去
２
番
目
の
大
き
な
決
算

額
だ
が
、
執
行
率
は
衛
生
費
が

89
・
３
％
か
ら
95
・
５
％
に
、
農

林
水
産
業
費
も
95
・
１
％
か
ら

99
・
３
％
に
上
昇
し
、
全
体
で
も

96
・
５
％
の
執
行
率
で
、
適
正
に

事
業
が
執
行
さ
れ
た
と
考
え
る
。

財
政
健
全
化
比
率
の
指
標
も
全

て
標
準
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
財

政
は
健
全
と
考
え
る
。
適
切
に
処

理
さ
れ
て
い
る
と
の
監
査
報
告
も

あ
り
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お

い
て
も
厳
格
審
議
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
令
和
５
年
度
の
各

会
計
決
算
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

賛
成　
予
算
に
基
づ
き
、
各
事
業

が
計
画
通
り
進
行
し
、
全
体
的
に

期
待
さ
れ
た
成
果
を
上
げ
て
い

る
。特
に
防
災
、子
育
て
事
業
は
、

予
算
の
適
切
な
配
分
と
効
果
的
な

執
行
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
対
し

て
大
き
な
貢
献
が
な
さ
れ
た
と
評

価
す
る
。
中
小
企
業
支
援
策
や
創

業
塾
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
政
策

目
標
も
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
て
い
る
。

決
算
書
は
詳
細
か
つ
分
か
り
や

す
く
作
成
さ
れ
て
い
て
、
監
査
報

告
で
も
特
段
の
問
題
は
指
摘
さ
れ

て
お
ら
ず
、
透
明
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
。

今
後
の
予
算
編
成
や
事
業
計
画

の
中
で
改
善
が
求
め
ら
れ
る
事
項

も
何
点
か
は
あ
る
が
、
次
年
度
以

降
も
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
財
政

運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
決
算
を
通
じ

て
私
た
ち
の
地
域
が
さ
ら
な
る
発

展
を
遂
げ
る
こ
と
を
確
信
し
て
本

決
算
に
対
し
賛
成
す
る
。

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

日時　令和６年８月９日
場所　小川町議会議場 

《付議された議案》
○�監査委員に関する条例の一
部改正
○�令和６年度一般会計補正予
算（第１号）
○�令和５年度一般会計歳入歳
出決算の認定

日時　令和６年８月７日
場所　東松山市議会議場 

《付議された議案》
○�専決処分（消防団車両の交通
事故による和解及び損害賠
償額の決定）
○�会計年度任用職員の報酬等
に関する条例の一部改正
○�各会計の繰越金確定に伴う補
正予算
○�各会計の令和５年度歳入歳出
決算の認定

令
和
６
年
７
月
29
日

場
所　
埼
玉
県
危
機
管
理
防
災
部

　
　
　
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
（
川
島
町
出
丸
下
郷
）

　

埼
玉
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。
県
は
平

成
２
年
度
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
導
入
し
、
防
災
航

空
隊
を
発
足
さ
せ
た
。
平
成
17
年
に
「
埼
玉
県
防
災
航

空
セ
ン
タ
ー
（
防
災
航
空
隊
）」
と
し
て
危
機
管
理
体
制

の
充
実
強
化
を
図
っ
た
。
県
と
市
町
村
と
民
間
の
三
者一

体
に
よ
る
管
理
運
営
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
７
月
22
日

場
所　

�

ふ
れ
あ
い
大
笑
庵
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
地
域
子

育
て
支
援
わ
く
わ
く
太
郎
、
第
２
学
童
わ
く
わ

く
ク
ラ
ブ

　
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
長
か
ら
施
設
案
内
、
事
業
説
明
、

運
営
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

埼玉県防災ヘリコプター　
あらかわ３号（14人乗り）

わくわく太郎

小川地区衛生組合
議会定例会

比企広域市町村圏組合
議会定例会
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小小
お ざ わお ざ わ

澤澤  実実
みのるみのる

  議員議員

問答
滑
川
町
の
基
幹
産
業

「
農
業
支
援
」に
つ
い
て

今
後
も
農
業
者
に
向
け
た
支
援
策
が

で
き
る
よ
う
、調
査
研
究
を
行
う

問　
町
内
の
稲
作
・
畑
作
の
耕
作
状
況
に

つ
い
て

答　
水
田
が
約
９
割
耕
作
。
畑
が
約
６
割

耕
作
し
て
い
る
。
畑
４
割
の
休
耕
地
は
、
遊

休
農
地
対
策
に
係
る
地
域
推
進
会
議
で
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
・
活
用
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
現
在
の
町
と
し
て
の
農
業
支
援
対
策

は
。

答　
主
な
事
業
と
し
て
10
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
町
行
政
報
告
で
公
表
し
て
い
る
。

問　
近
隣
市
町
村
の
農
業
支
援
対
策
は
。

答　
比
企
管
内
の
主
な
支
援
策
は
、
滑
川

町
と
同
様
な
内
容
支
援
が
多
い
。
そ
の
よ
う

な
中
、
コ
ロ
ナ
渦
に
お
け
る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
使
用
し
た
支
援
策
で
差
異
が
あ
っ

た
。問　

今
後
、
町
の
農
業
が
基
幹
産
業
と
し

て
の
施
策
に
つ
い
て

答　
今
後
の
農
業
継
続
を
考
え
、
土
地
改

良
事
業
で
あ
る
、
ほ
場
整
備
事
業
や
た
め
池

改
修
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
当
地
域

の
行
っ
て
き
た
農
業
が
全
国
的
に
も
貴
重
な

農
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
本
農
業
遺
産
地

域
」
の
認
定
を
得
る
事
が
で
き
た
。
滑
川
町

で
も
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
と

い
っ
た
問
題
は
あ
る
が
、
今
後
も
農
業
者
に

寄
り
添
い
農
業
を
続
け
る
た
め
の
施
策
の
必

要
性
や
農
地
や
農
業
者
を
守
る
施
策
の
重
要

性
も
感
じ
て
い
る
。
今
後
も
滑
川
町
の
農
業

が
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
農
業

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

一般質問 議 会

令
和
６
年
８
月
20
日
～
21
日

場
所　

�

茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
、
小
美
玉
市
、

つ
く
ば
市

調
査
内
容　

　
大だ

い

子ご

町ま
ち　

　

�

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
と
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

防
災
拠
点
の
一
つ
と
し
て
の
新

庁
舎
の
視
察

　
小お

美み

玉た
ま

市し　

�「
霞
台
厚
生
施
設
組
合
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
」
の
視
察

　
つ
く
ば
市　

�「
食
と
農
の
科
学
館
」
の
視
察

大
子
町

大
子
町
の
総
面
積
は
３
２
６
・
76
㎢
。
80
％

が
山
岳
地
。
人
口
１
５
７
３
６
人
、
世
帯
数

６
３
５
６
（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）。
令
和
６

年
度
は
森
林
環
境
譲
与
税
約
１
億
円
が
配
分
さ

れ
、
森
林
整
備
、
人
材
育
成
、
木
材
利
用
・
普

及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
子
町
新
庁

舎
は
地
域
産
業
振
興
の
考
え
か
ら
純
木
造
を
特

色
と
し
、
特
産
の
木
材
、
大
子
漆
、
大
子
那
須

楮
の
和
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

霞
台
厚
生
施
設
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
霞
台
厚
生
施
設
組
合
は
石
岡
市
、小
美
玉
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、
茨
城
町
の
４
市
町
で
構
成

さ
れ
総
人
口
約
19
万
人
、
約
８
万
５
千
世
帯
の

一
般
廃
棄
物
処
理
等
、
環
境
行
政
を
担
う
一
部

事
務
組
合
を
視
察
。
２
１
５
ｔ
／
日
の
ス
ト
ー

カ
方
式
に
よ
る
燃
焼
施
設
は
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
を
有
し
て
約
４
４
３
０
ｋ
ｗ
／
日
を
売

電
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
資
源

回
収
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

食
と
農
の
科
学
館

国
立
研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
な
ど
農
林
水
産
研
究
を
行
う

国
立
研
究
開
発
法
人
の
成
果
や
農
業
技
術
に
発

展
の
歴
史
な
ど
を
展
示
。

2022年開庁　大子町　純木造の新庁舎内議場

組合員がごみ搬入する施設屋の場所

総
務
経
済
建
設
・

総
務
経
済
建
設
・

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
所
管
事
務
調
査
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
所
管
事
務
調
査
報
告
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谷谷
や じ まや じ ま

嶋嶋  稔稔
みのるみのる

  議員議員

問

問

答

答

遊
具
が
な
い
公
園
は

町
政
施
行
40
周
年
記

念
事
業
の
進
捗
状
況

15
公
園

順
調
に
進
み
、行
事
な
ど
に

多
く
の
参
加
者
を
望
む

問　
調
整
区
域
を
開
発
し
た
業
者
が
造
っ

た
開
発
公
園
と
ほ
か
の
公
園
と
の
違
い
、

町
と
し
て
対
応
の
違
い
は
。

答　
開
発
公
園
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
居

住
す
る
住
民
の
方
々
を
含
め
各
行
政
区
に
管

理
を
お
願
い
し
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。問　

滑
川
町
で
遊
具
が
二
つ
以
上
あ
る
公

園
は
い
く
つ
あ
る
か
。
遊
具
が
一
つ
も
な

く
、
更
に
、
日
除
け
、
木
が
植
え
て
い
な

い
公
園
は
い
く
つ
あ
る
か
。

答　
建
設
課
所
管
の
公
園
数
は
33
。
遊
具

が
２
つ
以
上
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
は
11
公

園
。
日
除
け
、
植
栽
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

公
園
は
15
公
園
。

問　
町
で
は
、
子
ど
も
用
の
遊
具
が
な
い

公
園
は
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。
日
陰
が
な
い
公
園

は
、
地
域
の
要
望
が
あ
れ
ば
日
陰
を
造
る

考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
は
、
遊
具
の
新
設

「
町
政
施
行
40
周
年
記
念
事
業
」

問　

 

予
算
を
決
定
し
た
経
緯
は
？

答　
町
の
若
手
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、町
の
執
行
部
で
精
査
し
て
決
定
し
た
。

問　
協
力
で
き
る
こ
と
は
？

答　
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
記
念
事
業
の
最
大
の
応
援
に
な
る
。

要望　

町
振
興
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な

り
、
大
成
功
裡
に
終
わ
る
こ
と
を
願
う
。

「
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
」

問　
災
害
時
に
大
き
な
助
け
と
な
り
平
時

で
も
活
用
で
き
る
。
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
購
入
費
、
維
持
費
、
保
管
場
所
、
移

動
の
際
の
牽
引
の
方
法
等
課
題
が
あ
り
難
し

い
。「

子
ど
も
若
者
施
策
」

問　
町
は
給
食
費
の
無
償
化
等
経
済
的
支

や
日
陰
の
創
出
に
つ
い
て
の
設
置
計
画
は
な

い
。問　

今
後
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
な
ど
水
害

に
よ
る
道
路
の
冠
水
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
住
民
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
の

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
町
で
は
、
台
風
前
や
大
雨
後
、
主
な

集
水
桝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
点
検
し
、
落
葉

等
の
堆
積
が
あ
る
場
合
は
除
去
し
て
い
る
。

今
後
は
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置
個
所
の
増
加

や
雨
水
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
化

も
検
討
し
て
い
る
。

問　
先
日
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
み
な
み

野
２
丁
目
の
用
水
路
に
設
置
し
て
あ
る
除

塵
機
が
枝
木
や
枯
葉
で
覆
わ
れ
、
雨
水
が

ふ
さ
が
れ
道
路
に
雨
水
が
あ
ふ
れ
出
て
い

た
と
聞
い
た
。
今
後
の
対
策
は
。

答　
除
塵
機
に
藻
が
詰
ま
り
停
止
し
た
こ

と
が
原
因
。
現
在
で
も
町
で
は
、
雨
の
予
報

や
降
雨
後
に
は
必
ず
除
塵
機
の
詰
ま
り
等
を

点
検
し
て
い
る
。
除
塵
機
の
構
造
的
な
変
更

等
も
含
め
調
査
研
究
し
て
い
く
。

援
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
今
後

の
計
画
は
？

答　
相
談
業
務
を
始
め
と
す
る
個
々
に
応

じ
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、「
給
付
か
ら
支
援
へ
」

と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

問　
「
青
少
年
の
主
張
大
会
」
の
意
義

答　
子
供
た
ち
が
広
い
視
野
で
自
ら
の
主

張
を
伝
え
る
力
を
身
に
付
け
る
意
義
深
い
事

業
で
あ
る
。
大
人
で
は
想
定
で
き
な
い
提
案

も
あ
り
、
施
策
策
定
に
お
け
る
ヒ
ン
ト
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。

要望　

子
供
た
ち
の
声
を
聴
く
貴
重
な
場
で

あ
り
、
大
会
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
継
続

を
望
む
。

西西
にしみやにしみや

宮宮  俊俊
としあきとしあき

明明  議員議員

町制施行40周年記念のキャッチ
フレーズが掲示された役場ロビー
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中中
なかにしなかにし

西西  文文
ふみとしふみとし

寿寿  議員議員

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

問

問

答

答

鉄
道
の
利
便
性
向
上
に
は
町

の
積
極
的
関
与
が
必
要

里
山
の
荒
廃
に
つ
い
て

町
の
施
策
は

公
共
交
通
網
の
充
実
は

重
要
施
策
の
ひ
と
つ

地
域
や
団
体
で
里
山
整
備
を
し
た
い
と

申
し
出
が
あ
れ
ば
活
動
を
補
助
す
る

問　
東
武
鉄
道
（
株
）
と
定
期
的
に
情
報

交
換
で
き
て
い
る
の
か
。

答　
町
単
独
の
取
組
で
は
な
く
、
沿
線
の

市
町
村
で
「
東
上
線
東
松
山
・
寄
居
間
利
便

性
向
上
推
進
協
議
会
」
を
結
成
、
毎
年
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問　
滑
川
町
で
は
町
民
の
声
は
ど
の
よ
う

に
集
め
て
い
る
の
か
。

答　
町
民
と
対
話
す
る
中
で
出
た
要
望
を

担
当
課
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

問　
せ
っ
か
く
の
取
組
な
の
で
広
報
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
。

答　
推
進
協
議
会
の
会
議
の
場
で
広
報
の

要
望
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
く
。

水
道
事
業
経
営
戦
略
に
つ
い
て

問　
滑
川
町
は
吉
見
浄
水
場
が
荒
川
、
行

田
浄
水
場
が
利
根
川
と
２
系
統
か
ら
受
水

し
て
い
る
が
、
万
一
、
両
方
か
ら
受
水
で

き
な
く
な
っ
た
ら
何
日
持
ち
こ
た
え
ら
れ

問　
周
囲
の
雑
木
林
を
枯
ら
し
な
が
ら
竹

が
侵
入
す
る
「
拡
大
竹
林
」
や
真
夏
に
も

関
わ
ら
ず
紅
葉
し
た
か
の
よ
う
に
真
っ
赤

に
色
づ
く
の
が
特
徴
な
ナ
ラ
枯
れ
が
町
内

で
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
目
に
付
き
里
山
の

荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
森
林
経
営
管
理
法

や
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
環
境
整

備
を
で
き
な
い
か
。

答　
町
内
の
里
山
は
森
林
経
営
管
理
法
の

対
象
と
は
な
る
が
、
小
さ
な
規
模
の
民
有
地

で
、
ま
た
森
林
環
境
譲
与
税
は
使
途
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
町
が
所
有
者
に
代

わ
っ
て
里
山
を
管
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
る
。
個
人
で
の
里
山
整
備
は
無
理
な
の

で
地
域
や
団
体
で
里
山
整
備
を
し
た
い
と
い

う
申
し
出
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
活
動
を
補
助

し
て
い
き
た
い
。

雇
用
創
出
の
取
組
に
つ
い
て

問　
町
の
雇
用
創
出
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
・
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

答　
雇
用
の
創
出
は
地
方
創
生
に
と
っ
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
政
策
と
位
置
づ

る
の
か
。

答　
緊
急
時
に
は
約
５
０
０
０
㎥
の
水
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
水

量
は
被
災
に
よ
り
給
水
を
絶
た
れ
て
し
ま
っ

た
方
々
が
最
低
生
活
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
必
要
な
水
量
を
災
害
発
生
時
か
ら
約
10
日

間
確
保
で
き
る
量
と
な
っ
て
い
る
。

問　
過
去
に
「
水
を
十
分
に
供
給
で
き
な

い
」
こ
と
が
理
由
で
工
場
誘
致
が
不
発
に

終
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
懸
念
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
と

工
場
誘
致
に
は
著
し
く
不
利
だ
が
そ
の
心

配
は
な
い
の
か
。

答　
水
を
十
分
に
供
給
で
き
な
い
こ
と
を

理
由
に
工
場
誘
致
が
不
発
に
終
わ
っ
た
と
い

う
話
は
近
年
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
町
内

で
一
番
水
を
使
っ
て
い
る
企
業
で
も
１
０
０

㎥
／
日
程
度
な
の
で
大
し
た
量
で
は
な
い
。

要望　

深
井
戸
水
が
使
え
れ
ば
、
企
業
誘
致

の
際
、
上
水
道
の
心
配
が
い
ら
な
い
。
研
究

し
て
ほ
し
い
。

け
、
町
内
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
新
規

経
営
者
の
育
成
、
農
業
の
6
次
産
業
化
を
進

め
て
経
営
の
安
定
化
や
新
規
就
農
者
の
育
成

及
び
企
業
誘
致
の
推
進
、
町
内
企
業
の
継
続

性
を
支
援
な
ど
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
雇
用

の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

町内の拡大竹林
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問答
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗

車
基
準
の
見
直
し
は

乗
車
基
準
を
決
定
し
た
時
点
で
の

通
学
を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が

な
い
限
り
変
更
す
る
予
定
は
な
い

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
、
地
理
的

な
事
情
や
近
年
の
異
常
気
象
な
ど
の
観
点

か
ら
遠
距
離
通
学
児
童
の
安
全
を
確
保
す

る
通
学
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
５
年
６
月

よ
り
開
始
し
１
年
余
り
が
経
過
し
た
が
、

近
年
の
異
常
気
象
は
、
加
速
す
る
地
球
温

暖
化
が
予
想
を
上
回
る
気
象
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
乗
車
対
象
地
区

は
、
通
学
距
離
が
３
㎞
以
上
で
あ
る
た

め
、
児
童
の
負
担
は
大
き
い
、
変
更
の
考

え
が
あ
る
か
。

答　
乗
車
基
準
の
設
定
に
は
、
全
小
学
校

の
保
護
者
・
児
童
全
員
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
住
民
説
明
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の

説
明
会
な
ど
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
必
要
性
に
着
目
し

て
、
滑
川
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
検
討
委
員

会
等
に
て
協
議
を
重
ね
て
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
建
設
の
適

正
配
置
の
観
点
か
ら
小
学
校
の
通
学
距
離
を

４
㎞
以
内
と
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
文
科
基
準
よ
り
短
い
３
㎞
以
上

と
い
う
乗
車
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
決
定
し
た
時
点
か
ら
通
学
を
取
り
巻
く

環
境
に
変
化
が
な
い
か
ぎ
り
、
変
更
す
る
予

定
は
な
い
。

森
林
公
園
駅
北
口
の
駅
前
広
場 

に
つ
い
て

問　
森
林
公
園
駅
北
口
の
駅
前
広
場
は
、

町
の
玄
関
口
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
荒

れ
た
状
況
で
あ
る
。
住
み
続
け
た
い
街
ラ

ン
キ
ン
グ
に
入
る
素
晴
ら
し
い
町
に
相
応

し
い
駅
前
広
場
に
整
備
で
き
な
い
か
。

答　
駅
前
広
場
は
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公

園
開
園
後
の
昭
和
50
年
に
完
成
し
た
も
の

で
、
中
心
部
は
、
団
体
広
場
の
名
称
で
整
備

さ
れ
団
体
等
が
集
合
で
き
る
広
場
と
し
て
確

保
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
整
備
後
約
50
年
が
経
過
し
状
況

も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
て

い
る
こ
と
か
ら
混
雑
緩
和
対
策
等
を
含
め
た

駅
前
広
場
の
改
修
に
向
け
て
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
。

瀬瀬
せ が みせ が み

上上  邦邦
くにひさくにひさ

久久  議員議員

問答
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
助
成

義
務
化
が
進
め
ば
検
討

す
る

ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
ブ
レ
ー
キ
踏

み
間
違
い
装
置
に
つ
い
て

問　
昨
今
、
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
が
話

題
に
な
っ
て
お
り
滑
川
町
で
は
高
齢
者
の

利
便
性
を
補
う
こ
と
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。
来
年
度
半
ば
以

降
に
新
車
へ
の
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い

装
置
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
今

乗
っ
て
い
る
車
に
後
付
け
で
き
る
ア
イ
テ

ム
も
あ
る
た
め
車
種
に
も
よ
る
が
10
万
円

前
後
す
る
装
置
だ
。
車
な
し
で
は
日
々
の

基
本
的
な
用
事
を
行
う
こ
と
も
難
し
い
。

高
齢
者
が
安
全
に
運
転
で
き
る
よ
う
補
助

制
度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

答　
滑
川
町
で
は
後
期
高
齢
者
の
免
許
証

保
有
者
は
１
１
９
１
人
で
総
数
の
約
50
％
。

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
ア
ク
セ
ル
の
踏

み
間
違
い
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
踏
み
間
違
い
装
置
の
義
務
化
が
さ
れ
た

際
は
、
町
と
し
て
少
し
で
も
事
故
が
な
く
な

る
よ
う
補
助
等
を
検
討
す
る
。

創
業
塾
２
０
２
４
に
つ
い
て

問　
滑
川
町
創
業
塾
は
、
主
催
が
滑
川
町

と
商
工
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
事
業
で
、

講
師
の
費
用
な
ど
町
の
補
助
金
が
活
用
さ

れ
る
。
今
年
は
25
名
の
参
加
で
行
わ
れ

た
。
地
域
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
上
げ

支
援
に
、
旧
松
寿
壮
跡
地
に
あ
る
研
修
棟

を
、
町
が
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
低
家
賃
で
貸

し
出
す
、
町
営
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
起
業
の
援
助
は
で
き
な
い
か
。

答　
こ
の
建
物
は
耐
震
化
済
の
た
め
取
り

壊
し
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
は
教
育
委

員
会
の
文
化
財
保
護
担
当
と
社
会
福
祉
協
議

会
が
物
置
と
し
て
利
用
し
て
お
り
質
問
の
よ

う
な
利
用
は
難
し
い
と
考
え
る
。

松寿荘跡地に立つ研修棟

井井
いのうえいのうえ

上上  章章
あきらあきら

  議員議員
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問答
防
災
計
画
の
見
直
し

と
早
急
に
実
施
を

施
設
の
改
築
促
進
、補

強
整
備
を
実
施
す
る

住
民
に
寄
り
そ
っ
た
災
害
対
応
を

問　
集
中
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
。「
町

防
災
計
画
」
の
見
直
し
と
完
全
実
施
を
。

ま
た
、
水
が
出
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
わ
ざ

わ
ざ
コ
ミ
セ
ン
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
て

る
の
か
。
再
検
討
を
。

答　
老
朽
建
物
の
改
築
促
進
や
施
設
の
補

強
及
び
整
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
過
去
に
内
水
氾
濫
が

あ
っ
た
場
所
を
地
図
に
落
と
す
な
ど
検
討
し

て
い
く
。
罹
災
証
明
は
で
き
る
だ
け
早
く
発

行
に
努
め
る
。
災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
は
廃

棄
物
の
発
生
量
に
よ
り
選
定
す
る
。

自
衛
隊
募
集
へ
の
住
民
基
本
台

帳
の
提
供
は
や
め
て

問　
自
衛
隊
へ
の
住
民
基
本
台
帳
の
個
人

情
報
を
紙
や
電
子
媒
体
で
提
供
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
町
で
の
対
応
は
。

答　
町
は
閲
覧
で
の
提
供
を
引
き
続
き
行

う
。保

険
証
が
ま
だ
使
え
る
事
や
マ

イ
ナ
保
険
証
で
な
く
て
も
医
者
に

か
か
れ
る
こ
と
を
住
民
に
周
知
を

問　
「
今
の
保
険
証
が
使
え
な
く
な
る

の
」
な
ど
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
町
は

正
し
い
情
報
を
町
民
に
知
ら
せ
る
広
報
活

動
を
行
う
べ
き
だ
。

答　
必
要
な
情
報
は
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
り

な
が
ら
繰
り
返
し
周
知
す
る
。

8 月 7日の豪雨で内水被害
が出た月の輪小付近

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

問答
役
場
周
辺
ま
で
道
路
冠
水

で
行
け
な
い
場
合
は

水
が
引
い
て
か
ら
の
避

難
を

問　
８
月
７
日
の
集
中
豪
雨
の
被
害
状
況

で
、
車
両
の
水
没
多
数
と
あ
る
が
、
廃
車・

要
修
理
の
台
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
車
両
の
水
没
が
、
月
の
輪
で
14
台
と

の
報
告
は
受
け
て
い
る
。

問　
月
の
輪
小
北
側
で
１
４
４
㎝
水
深
で

冠
水
し
、
10
台
以
上
が
廃
車
に
な
っ
た
、

町
に
も
相
談
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
報
告
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
か
。
情

報
収
集
・
状
況
把
握
を
迅
速
に
し
て
ほ
し

い
。

答　
そ
の
道
は
、
側
溝
の
蓋
を
グ
レ
ー
チ

ン
グ
に
変
え
、
集
水
桝
の
掃
除
を
す
る
対
応

を
早
急
に
行
っ
た
。

問　
風
が
吹
い
て
雨
が
降
れ
ば
一
緒
に
物

も
流
れ
て
く
る
の
で
事
前
の
掃
除
だ
け
で

は
防
げ
な
い
。

　
月
の
輪
小
駐
車
場
を
車
の
一
時
避
難
場

所
と
し
、
特
に
被
害
の
あ
っ
た
月
小
周
辺

と
六
軒
住
人
に
周
知
を
し
て
ほ
し
い
。

答　
既
に
月
小
駐
車
場
は
連
絡
を
い
た
だ

け
れ
ば
提
供
し
て
お
り
、
周
知
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　
豪
雨
に
よ
り
流
出
物
が
た
ま
っ
た
私

有
地
に
は
行
政
が
片
付
け
の
手
助
け
を
し

て
ほ
し
い
が
、
で
き
な
い
の
か
。

答　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
町
で
や
ら
な
い

わ
け
で
は
な
い
。

問　
み
な
み
野
は
至
る
所
で
道
路
冠
水

し
、
駅
南
の
住
人
は
、
東
武
東
上
線
を
越

え
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
。
避
難
所
・

公
共
施
設
は
狭
い
地
域
で
設
け
る
べ
き

で
、
一
拠
点
に
集
中
し
て
建
設
す
る
こ
と

は
考
え
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

答　
毎
回
こ
の
よ
う
な
浸
水
が
来
る
と
は

限
ら
な
い
。
在
宅
避
難
、
水
が
引
い
て
か
ら

の
避
難
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。

要望　

一
つ
公
共
施
設
を
建
て
れ
ば
、
50
年

間
80
年
間
使
い
続
け
る
。
浸
水
リ
ス
ク
も
長

期
的
な
観
点
か
ら
考
え
る
べ
き
だ
。
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災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問　
避
難
所
開
設
に
必
要
な
物
資
は
、
各

避
難
所
に
備
蓄
し
、
そ
れ
ら
の
物
資
を

使
っ
た
実
用
的
な
避
難
所
開
設
訓
練
を
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答　
現
在
、
備
蓄
品
を
保
管
す
る
場
所
が

無
い
こ
と
、
自
主
防
災
会
へ
の
協
力
依
頼
等

の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
検
討
し
進
め
て
い

く
。問　

土
地
区
画
整
理
事
業
等
の
都
市
計
画

の
際
の
雨
水
排
水
設
備
の
設
計
雨
量
と
、

そ
れ
以
上
の
豪
雨
が
あ
っ
た
場
合
の
被
害

想
定
は
。

答　
町
内
で
自
己
用
住
宅
建
築
時
の
雨
水

排
水
設
備
の
設
計
雨
量
は
1
時
間
当
た
り
57

㎜
。
非
自
己
用
住
宅
や
そ
の
他
の
施
設
の
開

発
行
為
で
は
よ
り
強
度
な
数
字
で
指
導
し
て

い
る
。
計
画
を
超
え
る
降
雨
が
あ
っ
た
場
合

は
、
側
溝
、
雨
水
枡
で
の
集
水
が
間
に
合
わ

ず
、
道
路
冠
水
等
の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
。 問答

来
年
度
の
町
の
防
災
訓
練
に
お
い

て
避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施
を

実
際
に
備
蓄
品
を
確
認
、利

用
し
、実
災
害
を
想
定
し
た

訓
練
に
向
け
て
検
討
す
る

問答
水
道
料
金
の
値
上
げ

は
あ
る
の
か

水
道
審
議
会
に
料
金
の

改
定
を
諮
問
し
て
い
る

問　
水
道
管
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
事
業

の
現
状
に
つ
い
て

答　
重
要
給
水
施
設
配
水
管
路
の
耐
震
化

を
優
先
し
て
行
う
が
、
各
年
度
、
老
朽
管
更

新
も
並
行
う
。
令
和
16
年
度
末
に
は
、
法
定

年
数
を
超
え
た
管
路
の
割
合
を
25
・
６
％
ま

で
減
少
し
、
重
要
給
水
施
設
配
水
管
路
の
耐

震
管
率
を
72
・
３
％
と
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

問　
水
道
施
設
の
更
新
事
業
の
財
政
収
支

へ
の
影
響
と
認
識
は

答　
令
和
４
年
度
か
ら
管
路
の
更
新
事
業

が
始
ま
り
、
そ
れ
に
伴
う
企
業
債
の
借
入
が

生
じ
、
企
業
債
残
高
も
令
和
３
年
度
の
約
１

億
１
千
万
円
か
ら
令
和
15
年
度
に
は
約
13
億

８
６
０
０
万
円
ま
で
増
え
る
見
込
み
で
、
当

然
な
が
ら
償
還
金
も
増
え
て
く
る
。
経
営
戦

略
の
見
直
し
に
お
い
て
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
何
も

対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
、
令
和
８
年
度
か
ら

は
収
支
が
赤
字
に
転
落
し
、
資
金
残
高
も
減

少
し
て
い
く
と
い
う
結
果
も
出
て
い
る
た

め
、
水
道
事
業
の
経
営
を
あ
ず
か
る
立
場
と

し
て
、
現
状
と
て
も
看
過
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
と
考
え
る
。

問　
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、
低
所
得
者

に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
料
の
負
担
や
国

保
税
の
負
担
と
共
に
、
生
活
を
圧
迫
す

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
水
道
事

業
に
お
い
て
も
経
費
の
削
減
や
事
業
の
効

率
化
を
徹
底
し
て
、
経
営
の
安
定
化
・
健

全
化
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
な

負
担
を
課
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。

答　
本
年
７
月
１
日
に
埼
玉
県
企
業
局
よ

り
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
受
水
団
体
に

供
給
し
て
い
る
県
水
の
供
給
単
価
を
引
上
げ

る
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
水
道
事
業
経
営
を

取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
水
道
料
金
の
改
定
は
、
全
町

民
に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
施
策
で
あ
り
、

水
道
事
業
経
営
を
あ
ず
か
る
者
と
し
て
、
徹

底
し
た
経
費
の
削
減
や
経
営
の
安
定
化
、
健

全
化
を
図
り
、
町
民
の
負
担
が
最
小
限
と
な

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

原原
はらはら

  徹徹
とおるとおる

  議員議員

赤赤
あかぬまあかぬま

沼沼  正正
まさのりまさのり

副副  議員議員

問　
月
の
輪
小
学
校
周
辺
の
豪
雨
時
の
車

両
避
難
場
所
と
し
て
、
月
の
輪
小
学
校
駐

車
場
の
開
放
や
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
セ
キ

と
災
害
協
定
を
結
び
店
舗
駐
車
場
に
車
両

を
避
難
で
き
る
よ
う
に
は
で
き
な
い
か
。

答　
月
の
輪
小
学
校
の
駐
車
場
は
開
放
す

る
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
セ
キ
と
は
、
店
舗
と

協
議
し
可
能
で
あ
れ
ば
災
害
協
定
締
結
を
進

め
る
。

要望　

避
難
と
は
災
難
を
避
け
る
こ
と
。
や

み
く
も
に
自
宅
か
ら
避
難
所
に
行
く
こ
と
で

は
な
い
。
自
宅
が
一
番
安
全
で
あ
る
よ
う

に
、
町
に
で
き
る
こ
と
か
ら
対
策
を
進
め
て

欲
し
い
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

問　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
観
光
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
！ 

答　
早
急
に
対
応
す
る
。（
９
月
９
日
に
対

応
済
）
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○�町や議会だよりへの町民の
皆さんのご意見・ご感想を
募集します。
○�いただいたご意見・ご感想を
紙面に掲載させていただくた
め、議員よりご連絡を差し
上げることがございます。

≪ご意見・感想はこちらまで≫

※�町のホームページからの入力に
なります。
　�内容の欄に≪議会だより感想≫
と必ずご入力ください。
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皆さんの声を
聴かせてください！次の定例会予定は

12月３日（火）～

編集後記

町民 の声

滑川町は子ども医療

費・給食費が無料

ということで子どもたち

に優しい町だと思ってい

ました。

先日遊びに来た 5 才の孫と図書館へ行っ

たところ児童書の蔵書数は比較的多い

ように感じましたが、傷んだ本の多いのには

驚かされました。「児童書は消耗品」だと思

うのです。電子端末機がはびこる昨今ですが、

子どもたちには情緒を育む読書を習慣づけた

いものです。予算面からの援助を期待したい

です。

安藤裕通さん

議会だより　じっくり読んでいます図書館の児童書が傷んでいる

毎回、議会だよりが
配布されるとじっ

くり読んでいます。町議
会で話されることは、私
たちの生活に直結してい
ると思うし、町の考えや、
身近な町議さん達の考え

もよく分かるからです。

滑川町は、自然が豊かでのびのび子育てが
しやすいのに加えて、駅も近いので私の

娘のように10代の子ども達にとっても、移動が
しやすいのがいいと思います。子育て世代が増
えていて今後の発展も楽しみです。

そんな滑川町ですが、町の重要な事を決め
るのにパブリックコメントを行い、たくさん

の意見が集まったのに、広報があまりされなかっ
たことが残念です。滑川町を今後盛り上げて行
くのは、子育て世代や子ども達だと思うので、
町の今後のためにも、積極的に町民の声を聞い
てほしいと思います。

西山日輪子さん

季節は最も暑い夏から一気に冬が来たようです。地球規模の気候変動
の影響で日本列島に災害をもたらしています。滑川町でも「40 年も住ん
でいるがこんなことは初めて」と言われる豪雨による床上浸水や車の水
没などの被害が出ました。９月議会では町の災害対策についての質問が
多く出されました。能登半島・奥能登地方では１月の地震に続き、豪雨
による複合災害で立ち直りかけた人が「心が折れ」てしまう状況です。「再
び断水し、公費解体も進まない。『自助』ではどうにもならない」の声。
自治体の役割「公助」が求められています。� （阿部弘明）
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